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u アクティブラーニングニュースレター 
学習効果を高める方法の一つとしてアクティブラ

ーニングがあります。アクティブラーニングは駒場

アクティブラーニングスタジオ（KALS、東京大学
駒場キャンパス 17号館 2階）といった特別な設備が
あるところで行うこともありますが、通常の教室で

も行えます。授業の一部にアクティブラーニングを

とりいれる際に、参考になるように、本ニュースレ

ターでアクティブラーニングのさまざまな方法や関

連する話題をお知らせいたします。気になる記事が

ありましたら、東京大学教養学部附属教養教育高度

化機構 Educational Transformation(EX)部門（旧ア
クティブラーニング部門と初年次教育部門・自然科

学教育高度化部門が統合する形で 2023年 4月に新
設）までお問い合わせください。（若杉） 

u アクティブラーニングとは？ 
アクティブラーニングとは、データ・情報・映像

などのインプットを、読解・ライティング・討論を

通じて分析・評価し、その成果を統合的にアウトプ

ットする能動的な学習のことです。 
講義でのインプットに対して、試験や課題でアウ

トプットすることは普段から行われていると思いま

すが、それだけで深い理解を獲得させるのはなかな

か困難です。アクティブラーニングでは、その途中

に読解・ライティング・討論など、学生が中心にな

って行う活動を取り入れることにより、より深い理

解を獲得させるものです。一人で読んだ時は気がつ

かなかった観点を他の学生の見方から知ったり、他

の学生の発表に質問することでより広がりをもって 

問題を捉えることができるようになります。 
単に討論をすればアクティブラーニングになるわ

けではなく、どのように進めれば有効かについてさ

まざまな知見があります。このニュースレターで

は、そのような方法をいくつか紹介していきます。

（若杉） 

u 授業とアクティブラーニングのリアル：
教員対談（2） 

AL NEWSLETTER 10巻 4号で取り上げた、教員
対談の続きをお届けします。（中村長史特任講師は 2025
年 3月末をもって東京大学を退職しました。） 

 

授業を⾏うときに譲れないこと 
中澤：授業を行う時に譲れないことや信念はありま

すか。 
中村：そうですね。何のためにその授業をやってい

るのかということですね。つまり、目的と目標でい

うところの目的です。学生がこういう状態に到達し

てほしいという目標はもちろんあるのですけれど

も、それよりももう一段上の、何のためにこの授業

をやっているのかですね。それが大切だと考えてい

ます。僕の場合、それは「善き市民になる」ことで

す。ほんとに意識しています。分野が政治学ですか

ら、学生全員が政治家になったり官僚になったり、

具体的に政策決定するわけではないですけど、ただ

有権者には確実に全員なるわけなので。そこを意識

していますね。 
授業の初回に必ず言っているのは、お題目ではな

くて、本当に皆さん一人一人の考え方や行動によっ

て、世界は今よりさらに悪くなる可能性もあるし、

ちょっとはましになる可能性もあるんですよという

ことです。そこは強く意識しています。 
中澤：授業の存在意義をしっかりと意識し、それを

学生に伝えるようにしているのですね。学生とのコ

ミュニケーションや授業運営で譲れないことはあり

ますか？  
中村：これまで東大で教えてきた 5年間、困ったこ
とがあまりなかったのは、学生のレベルが高くて良

かったからなのかなと思います。うるさいと注意し

たこともないし、やりやすかったなと思っていま

す。そういう意味であまり悩まなかったから、今答

えがすぐに出てこないのかもしれないですね。 
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ただ、すぐに答えを求めてくる学生がたまにい

て、それは違うよと伝えることは譲らないかな。つ

まり、「これ答えを聞きに来てるな」と思っても、

考え方やヒントはもちろん伝えるのですけれども、

答えそのものは言わないようにしています。考えた

上で分からないならもちろん言いますけれども、す

ぐには言わないということはありますね。 
中澤：確かに、答えがあると思っている学生がいま

すよね。 
中村：それは、ますます意味がなくなってきている

と思います。国際政治を専門とする人間は結構今感

じてると思うのですけれども、自分たちが学生の頃

と世界が全然違ってきていて。今まで考えていたこ

とが通用しなくなってきているのですよね。そうな

ると、今教えていることは暫定的なものでしかない

ので、それを知って喜ぶよりは、そこに至るまでの

考え方や、どこを調べたらそれが分かるのかとか、

そういうことを身に付けたほうがより汎用性がある

のでいいのかなと思います。 
中澤：学生が答えを求める質問は、クローズドなも

のが多いですよね。これは正しいですか、正しくな

いですかという質問のように。できればクローズド

でない質問をしてもらいたいですよね。 
中村：ただ、学生の気持ちは分かるのです。今の学

生は本当に忙しいですよね。この 20年ぐらいで社会
の雰囲気が変わったなと感じます。余裕がないとい

うか・・・いつも追われてますよね。 
「タイパ」という言葉が流行っていることが象徴

的だと思うんですけど、手軽に、最短距離で、答え

なるものに到達したいという欲望がすごく強くなっ

ていて。楽したいと思う学生ももちろんいるのかも

しれないですけど、どちらかというと、社会がそう

させているよなと思います。 
中澤：私は学生に「二元論で考えるな」と伝えてい

ます。この前の授業でも、生成 AIを使ったほうがい
いですか、使わないほうがいいですかと学生が聞い

てきたのですよね。それに対して私は、イエス、ノ

ーではなくて、どのように使うかや、なぜ駄目なの

かを考えようね、そういう考え方をしようねと伝え

ました。イエス、ノーで答えることはわかりやすい

のですけれども、学生にはそうではない考え方をし

て欲しいですよね。 
中村：せいぜい入口の質問ですよね。役に立ちます

か、立ちませんかというのも。そこを入口にして、

じゃあ、役に立つと考える場合はどういう状況があ

り得るのか、役に立たない場合はどういうのがある

のかと、列挙して比べてと進んでいくのだったら、

そのファーストステップとしてはいいかもしれない

ですけども。そこで止まっていてはちょっと、進ま

ないですね。 
 

アクティブラーニングのメリット 
中澤：アクティブラーニングのメリットはなんだと

思いますか。 

中村：どの授業でも毎回アクティブラーニングとい

われるような授業をしてきたと思います。もはや、

アクティブラーニングではない授業をするほうが、

やり方が分からないです。当たり前になり過ぎちゃ

っていますけれども。 
でも、当たり前だと思わなきゃいけなくなったの

ではないですかね。この 5年間の一番大きな変化
は、パンデミックだと思うのですけれども。あれを

契機に感じたことは、対面授業でみんなが集まって

いるならではのことをしなきゃいけないということ

だったのですよね。きっとみんなが痛感したはずな

んです。それでは今、みんながそういうならではの

ことをできているのかということは、もう一度問い

直したほうがいいと思います。 
一方向的に教え込むのであれば、動画でよくなっ

ていて、それが効率的な場面がもちろんあります。

教室に集まるんだったら、もはやアクティブラーニ

ング以外のやり方があるのですかと思いますよね。 
中澤：そうですよね。もう少し大きく言うと、大学

に来る意味ですよね。 
中村：ほんとそうです。それは考えたほうがいいと

思っています。 
あと、どんな大学でも当てはまるメリットがあり

ます。今から言うことは、誤解を恐れずに言うの

で、そうじゃないケースはたくさんあると思うので

すけれども。一般的に、中学まではアクティブラー

ニングはあったけど、高校はあまりなかったという

学生が多いです。そうではない高校ももちろんたく

さんあるのは知っています。でも、そういう学生の

中で、そんなに勉強好きではないのだけど大学に来

ましたという学生も当然います。そんな時にもアク

ティブラーニングはいいと思います。つまり、高校

までの勉強があまり楽しくなかった、あまり身に付

かなかった学生に、高校の時と同じやり方で大学の

勉強を教えても意味がないと思うのです。同じこと

が繰り返されるだけで、結局学問にも興味持てな

い、身に付かないことになるので。そういう意味で

もアクティブラーニングは必要ではないですかね。 
中澤：中村先生と担当していた授業で、これまでで

印象に残っている授業を思い出してもらった時に、

印象に残っている授業はないと言っていた学生がい

ましたよね。あれは衝撃的ですよね。あの学生にと

っては、私たちの授業がどのように映ったのかなと

いうのは気にはなります。 
中村：そういう教育を受けて東大に来てるからいい

のかもしれないですけど、でも、そういう教育にな

じめなくて、高校時代に勉強が苦手だなって思った

人って絶対いるんですよ、日本にいっぱい。そうい

う人たちが大学に来てくれた時に、ちょっと違う学

びのやり方があるよということを示し、選択肢を広

げてあげないといけないのではないかと思います。 
中澤：そうですね。まさにその話を、この前の授業

で話しました。学生は、従来の学び方ではうまく学

べなかった子がいるかもしれないという視点はあま

りなかったみたいですね。 
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中村：そうですよね。もうだいぶ前の話なので、今

はそんなことないのかもしれないですけど、アクテ

ィブラーニングの話をすると、「東大ではいいかも

しれないけど、うちみたいな学校ではできない」と

おっしゃる人がいたのです。逆だとまでは言わない

けれども、お宅こそやったほうがいいですよという

ことは思いましたね。 
 

アクティブラーニングのコツ 
中澤：先生は「教える」ことにこだわりがちかなと

思うことがあります。「教える」と「説明する」、

「学ぶ」ことは違うことなので。どうやって先生が

「教える」ことから脱却できるかが大切だと思いま

す。中村さんはアクティブラーニングを実践するこ

とになったきっかけはありますか？ 
中村：僕は、恵まれていたのかもしれないですね。

人生で一番いい授業だと今でも思っている授業が、

ソクラティックメソッドですかね、先生がマイクを

持って聞いてくるスタイルだったのです。大教室の

授業なのに。「どう思いますか」とか「なぜそう思

うんですか」と聞いてくるタイプの授業で、すごく

エキサイティングでしたし、全然ぼーっとすること

はなかった授業でした。自分もそういう授業をした

いという、モデルになる授業に学生時代に出会えた

のですよね。初めて大学で教えたのは、非常勤講師

をやった 2017年なんですけど、その時もそういう授
業をしてました。最初からできていたかはともかく

として、志向していました。 
中澤：なるほど。モデルがあるといいですよね。 
中村：ただ、そういうモデルがない場合は、本当に

「脱却」ですよね。マインドセットを変える、考え

方を変える話だから、難しいなと思います。 
想定外のことが来たらどうしようと思うタイプの

先生は、アクティブラーニングに苦手意識を持たれ

ると思うのです。つまり、真面目な先生で、学生か

ら質問が来たらきちんと答えたいと思われる方ほ

ど、自分が全然予期していないことを学生が言い出

したり、やってきたりした時にどう対応したらいい

かという不安があって、ついついマニュアルどおり

の一方向の授業になってしまう。自分が一方的に話

す限りは、ハプニングは起きないので、そういうこ

とになるのかなと思います。 
中澤：授業をすることの認識も違うのかなと思いま

す。授業ってコミュニケーションの場だと思うので

す。計画どおりに授業する先生たちは、計画をその

まま実行することが授業だと思っているのかもしれ

ません。 
中村：そう。そこが違うのです。ハプニングだと思

っている時点で違っていて、ハプニングがないと本

来駄目というくらいの話なのだと思います。 
ましてや、それを教室でやっているわけなので。

動画なら一方通行で話して予定どおりいくのですけ

ど、目の前に生身の人間がいるので、それなりにハ

プニングが起きるよということで、肩の荷を下ろし

ていただけるといいのかなと思いますね。 

中澤：そうですね。そうは言っても、想定外のこと

が起きたらどう対処したらいいんだと思う先生もい

ると思います。何かアドバイスはありますか。 
中村：いろいろなパターンがあるのではないですか

ね。何か頓珍漢なことを学生が発言した時に、おろ

おろしちゃうタイプの先生は、たぶん優しさ故だと

思うんですよね。その子がかわいそうだとか、友達

に「何あほなこと言ってる」って思われたらどうし

ようとかと思われるのかもしれないですけど。あら

かじめ、変な答えが来た時にどう回収するかを予期

して準備しておけばいいのではないですかね。僕は

そうしてます。 
毎週の授業で、クラスの雰囲気がだんだんあった

まってきたら、そういうことを気にしなくてもよく

なってきますけど。学期の最初や、ゲスト講義のよ

うにその場限りの関係だと、気まずい感じの雰囲気

になると良くないので。あさっての方向の答えが来

ても回収できるように、できるだけその子の答えを

引き受けて、「そういうふうに考えるとしたら、こ

ういうふうなことは言えますね」とか言って、「し

かしそれは違うんですよ」と、ちゃんと軌道修正も

するようにしています。腕は必要かもしれないです

よね。ただ、心構えとして準備しておくだけでもだ

いぶ変わるのではないですかね。 
中澤：初等中等教育なら教育実習で学習指導案を書

く時に、そこまで考えるようにと言われることがあ

りますね。教師からの発問は何で、そこで生徒の考

えられる反応は何かということを考えておきなさい

と。想定しておくことは大切ですよね。 
例えば、ディスカッションの問いを提示して、で

も学生たちが全然議論できない問いであるケースも

あるじゃないですか。この問いを出したら、今この

学生たちならどういう話が出てきそうかを想像して

おくことが、すごく重要だなと思いますね。グルー

プワークなどの作業でも同じですよね。 
中村：予期、シミュレーションをしておくことは絶

対大事ですよね。今までの話とも絡みますけど、受

け手の側に立って考える、学生の側に立って考える

ことも大切ですね。こういう発問をしたら学生たち

はどう感じるのだろうか、この作業のやり方の説明

で伝わるだろうかということを考える。授業をやり

ながら、常にそういうリフレクションというか、学

生側の目線、もう一人の自分みたいなものを持って

いるかどうかが大事ですね。 
中澤：そのためには、学生を知ることも大事ですよ

ね。 
中村：そうですね。グループワークの間も、なるべ

く先生は巡回して様子を見て、どんな話をしてるの

かを小耳に挟んでみたいなことは結構大事な気はし

ますね。 
中澤：大講義も含めて、リアクションペーパーを取

っている先生は多いと思うのですけど。リアクショ

ンペーパーも役立ちますよね。 
中村：いいと思いますね。モチベーションを引き出

すのにも使えると思います。いいリアクションがあ
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りましたという紹介も、許可取った上だったらでき

ると思いますし。 
中澤：そうですね。大講義でもいいし、アクティブ

ラーニングのためにも「学生を知る」をぜひやって

ほしいところではありますね。 
中村：学生を知ることは、確かに根っこの部分かも

しれないですね。学生の立場になって考えると言っ

ても、学生のことが分かってなかったらできないで

すよね。 
中澤：それが学会発表との違いになりますよね。 
中村：確かにそうですね。普段先生方がやっている

論文を書くことと通じる部分もありますという話を

しましたけど、違う部分もあって、それはその部分

なんでしょうね。 
中澤：アクティブラーニングに関して伝えておきた

いことはありますか？ 
中村：よくいわれてることですけれども、アクティ

ブラーニングという言葉自体は、オワコンとまでは

言わないけれども、ブームはないですよね。僕はそ

れをあまり悲観的には捉えてなくて。アクティブラ

ーニングをやることが当たり前なので、そんなこと

わざわざ言わなくたって、いいぐらいなので、と思

っています。ただ、現状の日本の大学が、当たり前

のことになったから言葉が廃れてきたのかという

と、そこには自信が持てなくて。ただ廃れただけな

のではないかという気もするので。 
僕が及ばずながらやっているのは、自分の所属し

ている学会の懇親会の場で自分がどういうふうに授

業をしているのかを皆さんに共有することです。そ

うすると、自分はこういうのやってるよって教えて

くれる先生もいて、もちろん僕にとっても勉強にな

るので、地道にこれからもできることかなと思いま

す。 
中澤：「授業とはアクティブラーニング型授業であ

る」という状況が一番の望ましい姿ですね。 
そこには至っていないところもありますが、昔よ

りは全然多くはなってはいますね。 
中村：そうだと思いますね。だから、そんなに悲観

ばかりはしていないです。 
中澤：私は「軽めのアクティブラーニング」と「重

めのアクティブラーニング」という言い方をしま

す。軽めのアクティブラーニングは、講義にプラス

して学生が少し話すようなものですね。「教員主

導・講義中心型」（溝上 2014）ですね。重めのアク

ティブラーニングは、PBLをがっつりやるタイプの
「学生主導型」（溝上 2014）ですね。アクティブラ
ーニング型授業と言っても様々ですが、その点はど

う思いますか？ 
中村：いまだにアクティブラーニングと言うと、重

いものと思っている方が多いです。少なくとも僕の

分野の学会で話をしていて、よく話を聞いてみると

「先生アクティブラーニングやってますよ」と言う

こともあります。軽いものをやってますよというこ

とが結構あるので。そのへんも、完全にそういう認

識が普及してるわけではないなと思いますね。 

中澤：いまだに言われますよね、大講義ではアクテ

ィブラーニングはできないと・・・。 
中村：そう。それはほんとよく分からないのですけ

ど・・・。 
模擬国連とかでもそうなのですよね。普通に模擬

国連を行ったら、めちゃくちゃ重いアクティブラー

ニングになります。大講義では難しいのですけれど

も、ペアワークで役割を振って行ってもらうことが

あります。「向かって右側の人はアメリカ、左側の

人は中国」みたいな感じで考えるとか、それももち

ろんアクティブラーニングです。模擬国連簡易版、

ロールプレイ簡易版みたいなことですよね。目的と

可処分時間、クラスのサイズに応じて、使い分ける

のが、本来大事なことなんですよね。 
中澤：方法、目的次第でいくらでもできますよね。 
中村：いまだに個人的に答えが見つかっていないの

は、どうしてもグループワークしたくないとか、独

りでやりたいという学生に、どういうふうに対応す

るのかということです。基本的には、グループワー

クの価値を伝えて、でも嫌なのですという場合に

は、独りで取り組むことをお認めしているのですけ

れども。これは、パーフェクトソリューションはな

い問題かなと思いますね。 
中澤：そうですね。社会に出たら人と話しながら仕

事を進めることが多いのですけれども、学生はその

ように実感できないところもあるかもしれないです

ね。サークル活動の経験など、自分の経験とひも付

けてくれると、伝わりやすいのですけれども。 
 
 対談、いかがでしたでしょうか。アクティブラー

ニングのコツは、ご自身の授業でも取り入れてみて

ください。（中澤） 
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